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令和元年台風第１９号に係る

北海道災害対策連絡本部会議

＜結果概要＞

２０１９年１０月１１日

北海道危機対策課

〇気象台

配付資料に基づいて説明。

〇危機管理監からの発言

ただいま、札幌管区気象台からの説明にあったが、この度の台風１９号により、

明後日、１３日に日付が変わる頃から、太平洋側を中心に大荒れとなることが、

予想されている。

各部局、各振興局におかれては、気象情報に目を配りつつ、今できる備えを確

実に行っていただくようお願いする。

特に今回は、強い勢力を保ったまま北海道へ接近することから、暴風や高波、

大雨による災害が危惧される。

倒木などによる交通障害や各種施設などの被害、さらには停電の発生などが想

定されるが、各部局における体制整備や連絡方法の確認、また庁舎などの非常用

発電機の確認などをお願いする。

なお、台風に関し、注意すべき事項などが記載してある資料をお配りしている

が、道民の皆様の安全確保が第一であるので、特に振興局においては市町村への

働きかけをお願いする。

また、配付資料の「令和元年台風第１９号に係る対応及び留意事項」をご覧い

ただきたい。

台風１９号に関しては、本日この会議をもって、災害対策連絡本部を設置する

こととします。

各振興局においては、適時に「災害対策地方連絡本部」を設置するとともに、

庁舎の非常用電源設備や、可搬型発電機の動作確認・燃料の確認をお願いしたい。

また、市町村とのネット会議を開催している振興局もあるが、市町村長が的確

に避難情報が発令できるよう、支援をお願いする。

雨・風が強まってからの避難はかえって危険となるため、早め早めの対応を重

ねてお願いする。

○農政部からの発言
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資料のとおり、１０月８日漬けで文書を発出し、施設の事前点検、防災体制の

強化を促した。

また、本日、営農技術対策の号外を出し、ビニールハウスの補強点検などを促

した。

今後も台風の動きを注視し、関係機関と連携して対策を行っていく。

○水産林務部からの発言

暴風や高波による漁業被害や森林被害、大雨による土砂災害が懸念されるため、

資料のとおり、本日文書を発出し、防災体制の再確認、関係機関への注意喚起、

工事施工中箇所の安全確保を促した。

特に沿岸では、秋サケの定置網が入っており、波浪による被害や、また胆振東

部地震で土砂災害が発生した箇所では、大雨による二次災害が懸念されることか

ら、一層警戒を強化してまいる。

気象状況に注意し、警戒態勢を継続し、被害が発生した場合は迅速に対応して

まいる。

○建設部

資料のとおり、本日文書を発出し、関係機関との情報の共有、連絡体制の確認、

配備要員や資機材の確認を行い、早期の通行規制などを通知した。

胆振東部地震で土砂災害が発生した箇所では、大雨による二次災害が懸念され

ることから、対応の強化を促した。

これから台風が近づいて来るが、防災体制に万全を期すよう努めていく。

○陸上自衛隊

全道２０カ所の駐屯地でファストフォースという、一時間以内に出動できる体

制を整えている。

また、各振興局に連絡幹部を派遣できる体制を整えている。

さらに、救出救助、がれきの除去、生活支援ができる体制も整えている。

○第一管区海上保安本部

北海道周辺を航行している船舶、港に停泊している船舶に対して、台風への注

意喚起を本日１２時までに行っている。

また、海事関係者、漁業関係者にも注意喚起を行った。

体制については、今後の状況により、航空機や巡視船の準備を整えていく。

○北海道電力

体制については、本日から連絡体制を強化している。

明日２１時を目処に、警戒本部を設置する。
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注意喚起については、ホームページ、ＳＮＳを使って実施。道民向けには、も

しもに備え、懐中電灯やラジオを備えること。また、垂れ下がった電線などに注

意することを促している。

○ＪＲ北海道

在来線は明日は平常。新幹線は一部運休あり。

１３日以降については、気候状況を見ながら、明日決定し、速やかにお知らせ

する。

〇本部長指示

先ほど、札幌管区気象台から、今後の気象の見通しについて、説明いただいた

が、本道においても、今回の台風に関して、十分に警戒しなければならない。

道では、災害の発生に備え、被害情報の迅速な収集や共有など、初動対応に万

全を期すため、本日１７時、この会議をもって「災害対策連絡本部」を設置し、

警戒態勢を敷いたところ。

特に、台風の影響を受ける可能性が高い太平洋側の地域の皆様におかれては、

今後の気象情報に留意され、天候が悪化しているときは、不要不急の外出を控え

ていただくほか、海岸近くなど、危険な場所に近づかないように注意されるとと

もに、市町村から発令される避難情報に従い、早め早めの避難をお願いする。

また、暴風による停電の発生に対しても、十分に備えていただきたい。

報道機関の皆様におかれては、台風に関する注意喚起の報道について、引き続

きご協力をお願いしたい。

道では、人命最優先の考えのもと、被害の発生の未然防止や被害を最小限に抑

えるため、庁内の各部局はもとより、本日お集まりの防災関係機関の皆様と連携

・協力し、災害応急対策に万全を期してまいるので、よろしくお願いする。

＜以 上＞


